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5-1 基本理念

　宇治市の水道事業は、昭和25年に宇治市水道として創設して以来、良質な水道水を低廉な

価格で安定的に供給する体制を築いてきました。安全で安心な暮らしを支える水道を次世代

にも継承していくためには、水道施設の健全性を維持し、経営基盤の強化を図ることが必要

です。

　旧ビジョンでは「安全で、安心して暮らせる水道水の供給」を基本理念として、安全で良質な

水道水の供給や災害に強い施設の整備、設備投資の最適化による経営基盤の強化、環境負荷

の低減などの施策に取り組み、将来につながる水道を目指してまいりました。

　今後は、人口減少や節水意識の向上、節水機器の普及等により、水需要のさらなる減少が

見込まれるなかで、老朽化が進む水道施設の維持管理や更新需要への対応、地震等災害への

備え、水道を担う人材の確保や技術の継承など、様々な課題に直面することになります。今後

の事業環境においても、お客さまに安心して水道をご利用いただくために、これらの課題の

解決に着実に取り組む必要があります。

　本ビジョンでは以上のことを踏まえ、厚生労働省の新水道ビジョンで共通目標として掲げ

られている「安全」「強靭」「持続」を包括的に表現した『安全な水道水の確実かつ持続的な供

給』を基本理念に掲げ、持続可能な開発目標（SDGs）の「安全な水を世界中に」という視点を

持ち、デジタルトランスフォーメーションの活用についても研究しながら、将来にわたってお

客さまとの信頼関係を大切にした、未来へつながる水道事業を目指します。

5-2 基本方針と基本目標

　基本理念の実現に向けた取り組みの方向として「安全で安心できる水道」「強靭で災害に強

くたくましい水道」「将来にわたって持続可能な水道」の3つの基本方針を掲げます。また、基本

方針のもと、具体的な事業を実施するための8つの基本目標を定めます。

原水から蛇口にいたるまでの水質管理を徹底し、お客さまが安心して水道を利用でき

るよう、環境部局等の関係者間の連携と検査体制の充実を徹底します。

水質に関する情報提供や水道週間による啓発活動などを通じて、お客さまとの信頼性

向上につなげます。

●

●

安定した水運用3-1 組織体制の強化3-2
環境負荷の低減3-3 効率的な健全経営3-4

水質管理の充実1-1 積極的な情報提供1-2基本目標

基本目標

全てのお客さまが、いつでもどこでも、
安心して水をおいしく飲める水道を目指します。

安全で
安心できる水道

基本
方針1

平常時の給水はもとより、地震等の災害時にも一定量の給水を確保できるよう、水道

施設の更新・耐震化を進めます。

災害時においても的確な対応が図れるよう、水供給のバックアップ機能や、応急給水・

応急復旧体制の強化等、危機管理の強化を目指します。

●

●

水道施設の更新・耐震化の推進2-1 危機管理の強化2-2基本目標

自然災害等による被害を最小限にとどめる、
強靭な水道を目指します。

強靭で災害に強く
たくましい水道

基本
方針2

今後の水需要の減少を見据え、水道施設の統廃合やダウンサイジング等により、施設

の規模・配置の適正化を図ります。

人材の育成と技術の継承により、組織体制を強化します。

事業運営における省エネルギーを推進し、再生資源の有効活用に努めます。

将来にわたり安定した事業経営を維持するため、民間委託や広域連携を推進します。

また、財政基盤の強化や水道料金制度の見直しに取り組み、健全な経営を目指します。

●

●

●

●

給水人口や水需要が減少する状況においても、
健全かつ安定した、持続可能な水道を目指します。

将来にわたって
持続可能な水道

基本
方針3
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5-3 施策体系

　本ビジョンにおける基本理念、基本方針および基本目標に基づいた基本施策の体系図を、

次のとおり示します。

『宇治市水道事業ビジョン・経営戦略』の施策体系

1

2

1

2

3

1

1

1

2

3

1

2

3

4

安全で
安心できる
水道

強靭で
災害に強く
たくましい
水道

将来に
わたって
持続可能な
水道

水道施設の更新・耐震化の推進

基本施策基本目標基本方針基本理念

安
全
な
水
道
水
の
確
実
か
つ
持
続
的
な
供
給

浄水場等の整備

管路の更新・耐震化

施設情報の管理

京都府営水と自己水の継続

災害時に機能する体制の強化

人材の育成と技術の継承

省エネルギーの推進

水道工事のコスト縮減

再生資源の有効活用

民間委託の推進

広域連携の推進

財政基盤の強化

水道料金制度の見直し

水道施設の再編成

効率的な健全経営
3-4

2-1

安定した水運用3-1

組織体制の強化3-2

危機管理の強化
2-2

環境負荷の低減
3-3

1

2

3

原水水質の管理

水質管理体制の充実

鉛製給水管の解消

貯水槽水道の管理

情報の公開

信頼性の向上

1

2

3

4

1

2

水質管理の充実

積極的な情報提供

1-1

1-2
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6-1 安全で安心できる水道

1）原水水質の管理
　宇治市は地下水と伏流水を水源としている自己水と、府営水の二つから水道水を供給して

います。

　自己水は、塩素消毒や急速ろ過による浄水処理を行っており、水道水質基準に沿って定期

検査を継続していくほか、耐塩素性病原微生物の指標菌検査を継続していきます。

　一方、府営水は、水道水として利用できる

浄水ですが、日々の検査により水質を管理

します。

　そのほか、水道水の汚染事故を未然に防

ぐため、浄水場や配水池などの施設の巡回

点検を継続するとともに、侵入者防止対策

による保安体制の強化を図ります。

2）水質管理体制の充実
　宇治市では、水道法に基づいた水道水の水質検査を実施しています。安心しておいしく飲め

る水道水は市民共通の願いであることを念頭に置き、今後も安全で良質な水道水をお客さま

にお届けできるよう、水安全計画の運用や水質検査の実施による水質管理の徹底、浄水処理

の効果的・効率的な技術の研究などを実施します。

　水質検査の実施にあたっては、水源特性や地域特性を踏まえたうえで、検査地点、検査項

目、検査頻度等を記載した水質検査計画を策定していますが、今後もこれを継続することで、

水質の安全を管理します。

　また、配水過程における取り組みとして、計画的・継続的に配水管の洗管を実施します。

水質管理の充実基本目標1-1

水質試験室

目標項目 単位

平均残留塩素濃度

残留塩素濃度合計／残留塩素測定回数

有機物（TOC）濃度水質基準比率

Σ（給水栓の有機物（TOC）濃度／給水栓数）／水質基準値×100

※水質基準：末端残留塩素濃度0.1mg/L以上

全国平均

平成29年度

京都府平均

平成29年度

類似団体平均

平成29年度

0.4

15

0.39

13.2

0.52

27.6

0.44

18.4

0.36

18.6

mg/L

%

宇治市

令和元年度
実績

令和12年度
目標

検査頻度、項目および理由（「令和2年度水道水質検査計画」）

水道の水質に関する目標

検査頻度 検査理由項目

毎日

毎月

4回/年

残留塩素、色および濁り 毎日検査項目

毎月項目
および
浄水工程
管理項目

水質基準に
基づく頻度

一般細菌、大腸菌、硝酸態窒素および亜硝酸態窒素、塩化物イオ
ン、カルシウム・マグネシウム等（硬度）、pH値、色度、濁度、味、臭
気、有機物（全有機炭素（TOC）の量）、ナトリウムおよびその化合
物、鉄およびその化合物、マンガンおよびその化合物、フッ素およ
びその化合物、ジェオスミン＊、2-メチルイソボルネオール＊

カドミウムおよびその化合物、水銀およびその化合物、セレンおよ
びその化合物、鉛およびその化合物、ヒ素およびその化合物、六価
クロム化合物、シアン化物イオンおよび塩化シアン、亜硝酸態窒
素、ホウ素およびその化合物、四塩化炭素、1,4-ジオキサン、シス
-1,2-ジクロロエチレンおよびトランス-1,2-ジクロロエチレン、ジク
ロロメタン、テトラクロロエチレン、トリクロロエチレン、ベンゼン、
塩素酸、クロロ酢酸、クロロホルム、ジクロロ酢酸、ジブロモクロロ
メタン、臭素酸、総トリハロメタン、トリクロロ酢酸、ブロモジクロ
ロメタン、ブロモホルム、ホルムアルデヒド、亜鉛およびその化合
物、アルミニウムおよびその化合物、銅およびその化合物、蒸発残
留物、陰イオン界面活性剤、非イオン界面活性剤、フェノール類

＊夏季にカビ臭が発生しやすいため、カビ臭物質であるジェオスミンおよび2-メチルイソボルネオールは4月～11月に毎月検査を行います。
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ポンプ

受水槽

水道メーター水道メーター

配水管配水管

道路境界

宅地

水道メーター

道路

鉛製給水管
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３）鉛製給水管の解消
　鉛製給水管は、錆びにくく加工・修繕が容易であるという特性から全国的に使用され、宇

治市でも昭和63年度まで採用していました。しかし、漏水が多いことや、水道水中の鉛濃度

の水質基準が強化されたことなどから、鉛製給水管の解消に取り組んできました。　

　平成元年度から新規の給水管を耐衝撃性硬質塩化ビニル管に変更するとともに、配水管

の改良工事などにあわせて、既存の鉛製給水管を布設替えしていますが、解消には至ってい

ません。

　 今後も引き続き、鉛製給水管の解消に向けた布設替えに取り組んでいきます。

4）貯水槽水道の管理
　貯水槽水道は、配水管から供給を受けた水道水をいったん受水槽に貯めた後、建物の利用

者に供給する施設（専用水道を除く）で直結式給水と別に分類されています。

　貯水槽水道は、受水槽に入るまでの水質は水道事業者が管理しますが、貯水槽以降はその

設置者が責任を持って管理することになっています。管理が適切に行われていない場合、水質

の悪化など衛生面における問題が生じるおそれがあります。

　宇治市では、貯水槽水道の適正な管理についてホームページに掲載し、貯水槽水道の設置

者に対して情報提供を行っています。今後も情報提供を行うとともに助言・指導に努めます。

P

高置水槽

貯水槽設置者管理水道事業者管理

貯水槽水道のしくみと水質管理責任範囲給水装置
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6-2 強靭で災害に強くたくましい水道

1）浄水場等の整備
　水道施設は、生活や都市活動に欠かせないライフラインであり、水道水の供給停止は市民

への甚大な負担や影響に直結します。このため、平常時の給水はもとより、地震等の災害時に

おいても一定量の給水を確保できるよう、様々なリスクに備えた施設整備が必要となります。

　このことから、計画的・効率的に耐震化を進めるため、耐震化計画を策定し、根幹となる優

先度の高い水道施設から整備することとしています。

　今後10年間においても、水道施設の再編成を進めながら、耐震化計画に基づき耐震化工

事を実施します。また、災害発生時の応急給水拠点となる配水池に緊急遮断弁を設置すると

ともに、停電対策として主要なポンプ場に自家発電設備を設置し、根幹となる水道施設の強

化を図ります。そのほか、耐震化工事の実施にあわせ、老朽化した設備の更新に取り組みます。

水道施設の更新・耐震化の推進基本目標2-11）情報の公開
　宇治市の水道に関連する情報は、ホームページや市政だより等を通じて提供しています。見

やすくわかりやすいホームページの作成や、SNSを活用した新サービスなどを検討し、積極的

な情報提供を行います。また、環境学習や社会学習の場を提供します。

2）信頼性の向上
　宇治市では、お客さまに安心して水道を利用していただくために、水質検査計画に基づく水

質検査結果の情報などをホームページや市政だよりで公開しています。

　今後も、より信頼される水道事業運営を目指し、水道週間にあわせた啓発活動などを通し

て、本ビジョンで実施する様々な取り組みについてお伝えしていきます。

積極的な情報提供基本目標1-2

目標項目 単位

配水池の耐震化率

（耐震対策の施されている配水池容量／配水池総容量）×100

全国平均

平成30年度

京都府平均

平成30年度

類似団体平均

平成29年度

8738.358.546.856.9％

宇治市

令和元年度
実績

令和12年度
目標

配水池の耐震化に関する目標

主な
取り組み
内容

宇治浄水場の設備更新

琵琶ポンプ場の送水能力増強、設備更新、自家発電設備新設

五ケ庄配水池・ポンプ場の耐震補強、設備更新、自家発電設備新設

下居配水池の更新、設備更新、緊急遮断弁新設

高峰山配水池の更新、耐震補強、設備更新

●

●

●

●

●
「市政だより」水道特集ページ

高峰山配水池

宇治浄水場
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2）管路の更新・耐震化

　大規模地震が発生した際、管路のつなぎ目が外れるなどにより漏水を起こし、水の輸送機

能を喪失する可能性があるため、耐震性能がある管路に更新していくことが重要です。　

　管路の耐震化については、万一、被災した場合でも一定量の給水が可能となるよう、基幹管

路を優先的に進めます。また、管路の耐震化を進めるにあたり、将来の水需要の減少を考慮し

たダウンサイジング（減口径）を検討します。

管路の耐震化1 　高度経済成長期に布設した管路が更新時期を迎えています。今後もそれ以降に布設した管

路が順次更新対象となっていきます。老朽化した管路は、破損のおそれなど漏水のリスクが増

大することから、計画的な更新が必要となります。

　老朽管の更新については、強度に劣る石綿セメント管や鋳鉄管を優先的に進めます。

老朽管の更新2

目標項目 単位

基幹管路の耐震適合率

（耐震適合性のある基幹管路の延長／基幹管路の総延長）×100

全国平均

平成30年度

京都府平均

平成30年度

類似団体平均

平成29年度

3124.241.137.840.3％

宇治市

令和元年度
実績

令和12年度
目標

管路の耐震化に関する目標

耐震管のしくみ

主な
取り組み
内容

琵琶送水管の耐震化

琵琶配水本管の耐震化

下居配水本管の耐震化

●

●

●

鋳鉄管の漏水

基幹管路の耐震化（シールド工法による施工）

地震による引っ張る力 地震による引っ張る力

挿し口の突部止水のための
ゴム輪

ロックリング

挿し口の凸部がロックリングに引っ掛かり、
地震の大きな揺れでも抜けない構造になっている

伸縮性がある！！
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マッピングシステム

1）施設情報の管理
　水道管路に関する膨大な情報をマッピングシステムにより一元管理し、日常における管路

の維持管理や給水申請の窓口対応などの効率化を図っています。また、システムの管網解析

機能を利用し、緊急時の断水・影響範囲の想定、地震による管路被害の想定などを行ってい

ます。

　今後も、日常業務はもとより、災害時において効率的に活用できるよう、情報を速やかに更

新するなどマッピングシステムの効果的な運用に努めます。

　また、水道施設の管理を適切に行うため、水道施設台帳を整備します。

2）京都府営水と自己水の継続
　宇治市の水源は府営水の受水と自己水源であり、府営水の受水割合を約70％としていま
す。京都府営水道では宇治・木津・乙訓の3浄水場間で水道水を相互融通できる広域水運用シ

ステムが確立され、宇治市においても自己水源の約75％を占める宇治浄水場の耐震化が完

了するなど整備を進めています。

　こうしたなか、引き続き府営水の受水と自己水源を維持することで、より強固なバックアップ

機能を構築でき、地震等災害時のリスクは大幅に軽減されます。

　今後も府営水の受水割合を約70％とし、府営水の受水と自己水源による配水を継続します。

危機管理の強化基本目標2-2 3）災害時に機能する体制の強化　

　災害などの非常時のバック

アップとして、槇島町本屋敷地内

および木幡熊小路地内に、京都

市との連絡管による相互分水施

設を設けています。

　また、非常時における府営水

道からの受水地点として、伊勢田

町名木地内に分水施設を設けて

おり、伊勢田町、小倉町、大久保

町、槇島町の一部地域への配水

が可能となっています。

　今後も、バックアップ体制のさ

らなる強化に努めます。

バックアップ体制2

相互分水点位置図

　宇治市では、水道防災計画および水道防災マニュアルを策定し、職員への研修や訓練を実

施しているほか、(公社)日本水道協会の応急給水訓練などに参加し、災害時の対応力の強化

を図っています。

　今後も、水道防災計画と水道防災マニュアルの継続的な見直しを実施し、災害時の危機管

理体制のさらなる強化を図っていきます。また、災害時に他の事業体からの応援を速やかに

受け入れるため、防災計画を見直します。

災害時の対応力強化1
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